
多様な背景のある人々が

互いに尊重し、支え合う関係

多様性という言葉がますます浸透してきた令和の

時代。教育の現場においても、障害の有無や人種、

性別などの違いも受容し、尊重する姿勢が求めら

れます。そのような背景の中、提唱されている

「インクルーシブ教育」について、特別支援学校で

の経験を経て、文部科学省特別支援教育調査官と

しても活躍し、今では東北福祉大学で後進の育成

に努める大西孝志教授に語ってもらいました。

日本の障害者教育は、特別支援学校や特別支援

学級でのサポートが充実してきたことにより、一定

の成果を出しているといえます。しかしより多様性

が謳われる現代において、学び場でも障害の有無

で分け隔てなく、お互いを尊重できる場をつくり

上げることも求められているでしょう。そのような

観点で、「インクルーシブ教育」の第一人者である

大西教授はどのように考えているのでしょうか？

東北福祉大学 教育学部 教育学科 教授

大西 孝志

PROFILE

北海道札幌市生まれ。1987年東京学芸大学卒。北

海道立の特別支援学校（聾学校）教諭、道立特殊教

育センター研究員などを経て、2010年文部科学省

特別支援教育調査官に就任。2015年より東北福祉

大学教育学部教授。ろう教育科学会編集委員。

からです。たとえば、近年の小学校教科書には、手話や

点字、外国籍の子どもや車椅子の子どもが登場するな

ど、さまざまな背景や特性のある人が身近な存在とし

て描かれるようになってきましたよね。私が特別支援教

育に携わり始めた頃には、こうした描写はほとんど見ら

れませんでした。教科書を通して“違いを認め合う”と

いう姿勢が浸透しつつあるのを感じます。

また、特別支援教育が進んだ理由には、現場での理解

と支援の重要性が広く認識されたこともあります。私

自身、特別支援教育の現場での経験が評価され、文部

科学省の特別支援教育調査官を務めることとなりまし

た。その立場で全国の教育現場を訪れ、支援のあり方

についての研究や政策策定に関わる機会を得ました。

属性や違いを理由に分離するのではなく、多様な背景が

ある者同士が互いに尊重し合い、支え合う関係を築く

こと。それがインクルーシブ教育の本質だと思います。

近年のコロナ禍も、インクルーシブ教育の重要性を感

じさせる出来事でした。コロナ禍では医療だけでなく、

経済、心理的サポート、地域ごとの対応など、多方面か

らの支援が必要とされました。これまでの教育が「正解

のある課題」を解くのに重きを置いていたのに対し、コ

ロナ禍での課題には答えがなく、さまざまな視点や柔

軟な対応が求められました。多様な人々と協力し、支え

合いながら問題を解決する力を育むには、こうしたイン

クルーシブ教育が不可欠だと再認識させられました。

私は長く特別支援教育に携わってきましたが、そもそ

もは聴覚・言語障害が専門でした。キャリアの初期に

は、北海道の特別支援学校、いわゆる「聾学校」で教員

をしていました。教室にいるのが耳の聞こえない子ど

もたちばかりで、聞こえるのは私だけという環境です。

教えるうちに、子どもたちが“見えない”部分での支援

が必要であることを強く感じ、多様なコミュニケーション

を使って言葉や知識を伝えようと試行錯誤した日々を

覚えています。こうした現場での経験が、私にとってイ

ンクルーシブ教育の根底となっているのです。

―先生ご自身も北海道の特別支援学校での経験を積

み重ねてこられたのですね。現場での経験がインク

ルーシブ教育の考え方の原点になっているとは興味

深いです。では、日本でインクルーシブ教育が注目さ

れる理由についてお聞かせください。

日本においてインクルーシブ教育が注目されるのは、

社会が多様な価値観を受け入れる方向に進んでいる

「インクルーシブ教育こ

そ持続可能な社会をつ

くる最適な方法だと確

信しています」と語る大

西教授

▲大西孝志教授

17年間、北海道（室蘭・

札幌）の聾学校で教職

を経験。クラスに耳の

聞こえる人が自分だけ

であった

▲ 聾学校での経験

私が教員になった頃、特殊教育の対象者は

義務教育段階の1%に満たなかった。

ところが37年後の現在…約15%になって

いる。15倍ということである。

▲ 特別な教育的支援は「特別な場で」から

「全ての学校で（普通に）」への変遷（R5版）

小中学校在籍者

特別支援学校在籍者数

特別支援学級在籍者数

通級による指導を受けているもの

通常の学級に在籍する特別な
教育的支援が必要な児童生徒

特別な教育的支援が必要な
児童生徒の割合は？

（参考 高等部生徒数）

昭和62年

1630人

6万1千人（0.3%）

9万1千人（0.6%）

0人（0%）
（通級の制度がないため）

0人（0%）
（そのような調査がなかった）

0.9%

32642人

令和5年

941万人

8万5千人（0.9%）

37万3千人（4.0%）

18万2千人（1.9%）
令和3年度の実績

約84万人（8.8%）
8.8%から推測

15.3%

65645人（専攻科含）

この37年で

小中学生は
689万人減少

2万1千人増加
高等部を含めるともっと

28万2千人増加

―「インクルーシブ教育」について、一般的にはま

だ馴染みが薄いテーマかもしれませんので、先生

のお考えになるインクルーシブ教育の定義や目的

をお聞かせください。

インクルーシブ教育とは、英語の「インクルーシ

ブ（Inclusive）」が意味するように、「含む」「包括

する」教育です。障害の有無、人種、文化、性別、言

語、あらゆる違いを持つ人々を受け入れ、排除す

ることなく共に学ぶことを目指しています。人の
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教育制度の設計や改善に携わる中で、現場の声を反映

しながら、すべての子どもが自分らしく学べる環境づく

りがいかに重要かを再認識しました。

―インクルーシブ教育の世界的な状況と比べて、日

本の現状はどのように評価されていますか？

たしかにインクルーシブ教育は、国や地域によって進行状

況が異なります。たとえば、イタリアでは特別支援学校を

廃止し、障害のある子どもも地域の学校に通っています。で

は、イタリアのスタイルが最良かといえば、一概に断言は

できません。実際は支援体制や専門の人員が不足し、必

要なサポートが十分ではないという現状もあるのです。一

方、日本は特別支援学校や支援学級、通級指導教室と

いった多様な学びの場が整備されています。子ども一人

ひとりのニーズに応じた支援を提供しやすい点が特徴

です。しかし、国際的に見ると、日本はまだ“分離”教育の

面が強く、すべての子どもが同じ教室で学べる場が限ら

れています。国連からも、日本に対して「すべての子ども

が共に学べる環境の整備」を求める勧告が出されてい

ます。これから日本が進むべき道は、支援システムの多

様さを維持しつつ、共に学ぶ環境をさらに増やし、障害

のある子どもとない子どもが互いに尊重し合える社会

を作ること。私も現場と政策の双方に関わり、インク

ルーシブ教育を進めるための方策を模索してきました

が、今後もその必要性は増していくでしょう。

―では、インクルーシブ教育がもたらす具体的なメ

リットについてもお教えください。

インクルーシブ教育の最大のメリットは、多様な人と共に

学ぶことで、子どもたちの協力する力や他者を尊重する

姿勢が自然に育まれることです。異なる背景や価値観

のある仲間と学ぶことで、子どもたちは互いに「思いや

り」や「受容」の気持ちを自然と持つようになります。これ

は単なる道徳的な意味合いではなく、将来、職場や地

域社会で他者と協力するための実践的なスキルです。

また、インクルーシブ教育を受けた子どもたちは、異な

る価値観や能力に触れる中で、自己理解が深まりやす

くなります。私は、支援が必要な子どもたちが「自分に

も得意なことがある」と気づき、仲間と協力し合う姿を

多く見てきました。たとえば学校では、車椅子の児童が

クラスメイトの補助で運動会に参加したり、発達障害の

ある子どもが他の子どもたちに励まされて一緒に活動

したりする場面がありました。そうした体験を通して、

子どもたちはお互いにとってかけがえのない存在とな

り、チームとして目標に向かって協力し合う力が育まれ

ていくのです。こうした体験は「違いを認め合うことが

持続可能な社会を作る力になる」という信念にもつな

がっています。

―お互いに学び合い、助け合うことで、協力の意識が

養われるのですね。一方で、インクルーシブ教育に対して

は、懸念や反対意見もあるようですが、どうお考えですか？

懸念としてよく聞かれるのは「特別な配慮が必要な子

どもがいると、クラス全体の学習ペースが遅れるのでは」

という意見です。しかし、適切な支援体制を整えれば、

すべての子どもが学びやすい環境を作ることが可能です。

支援が必要な子どもに対する補助を工夫し、クラス全体

の授業進度を損なわない工夫もできます。また、支援が

必要な子どもがいることで、他の子どもたちも思いやりや

協力の精神を自然と育むようになるのです。私が支援

学校で勤務していた頃、子どもたちの間に「普通」という

価値観が固定化しているのを感じました。「普通はそん

なことしないよね」とか「普通なら理解できるでしょう」

など……。インクルーシブ教育は、そうした「普通」の価値

観から脱し、互いに認め合う大切さを学ぶきっかけにな

ります。実際、私が支援に携わった子どもたちは「自分

とは違う存在」を否定するのではなく、受け入れ、対話

を重ねることで理解を深めていきました。「違いを認め

ることが当たり前」という認識が、社会全体に根付くこと

がインクルーシブ教育の本質なのです。

―他者の違いを自然に受け入れる姿勢が、インクルー

シブ教育の目指すところなのですね。では、その先に

あるもの、先生の理想とするインクルーシブ教育の未

来についてお聞かせください。

理想の未来像は、「インクルーシブ教育」という言葉が

不要になることです。今は合理的配慮の必要性が法的

に定められていますが、本来は支援が特別なものでは

なく、自然に行われるべきです。たとえば、動物園で身

長が低い子どもを親が抱き上げるのは自然な行為で

あり、誰もそれを「特別な支援」とは考えません。同じよ

うに、障害のある方が社会で快適に過ごせる工夫も

「当然のこと」として扱われるべきです。こうした「当た

り前」を社会に根付かせ、多様な人々が自然に支え合う

共生社会を目指すものです。インクルーシブ教育こそ、

持続可能な社会をつくり上げるといえるでしょう。

―最後に、教育に携わる方々や学生の皆さんへのメッ

セージをお願いします。

インクルーシブ教育は、社会全体の幸福に貢献する教

育です。教育現場の方々には、それを信じて取り組んで

いただきたいと思います。教員という仕事は、非常にや

りがいがあり、成長する子どもたちの姿を身近で見る

ことができる喜びがあります。障害が重い子どもでも

教育を受けることで必ず成長し、変化していきます。こ

うした成長を見届けることは、教育者にとって何にも代

えがたい経験です。

学生の皆さんには、大学で学んだインクルーシブ教育

の理念を社会に出たときに広めてほしいですね。多様性

を尊重し合うことの大切さを伝える“架け橋”となり、よ

り多くの人が支え合う価値を理解できるように力を尽

くしてほしいと願っています。

過去には特殊支援学校の現場で教鞭をとり、文科

省の政策策定のため全国の教育現場の声を集めた

大西教授だからこそ、長年の経験に基づく話には

説得力がありました。インクルーシブ教育の本質

は、多様な背景のある者同士が互いに尊重し合い、

支え合う関係を築くこと。それが社会として当たり

前になれば、未来に向かい合う様々な問題に対し

ても手を取り合って解決できるかもしれません。イ

ンクルーシブ教育こそが持続可能な社会をつくる

という言葉がよく理解できたインタビューでした。

取材を終えて

教育者の卵である東北福

祉大学教育学部の学生た

ちと、インクルーシブ教育の

あり方を語り合う大西教授

▲東北福祉大学にて

新たに教職に就く学生たち

が、大西教授のもとから毎

年巣立っていく

▲ 大西ゼミの学生たち

大学の授業では、TVド

ラマやアニメなどに障

害者がどう描かれてき

たかなど、親しみやす

い話も織り交ぜている

▲ 授業風景

「普通」という価値観から脱し

互いを認め合うことが第一歩
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ノーマライゼーション
インテグレーション
メインストリーム
（統合）

インクルージョン
（包摂・包容）

この子らに世の光を この子らを世の光に 共に生きる・暮らす

我が国の特別支援教室は、「多様で柔軟な仕組みの整備・多様な学びの場」・「交流

及び共同学習」の充実により「インクルーシブ教育システム」の構築を目指している。

▲インクルージョンとは（日本が目指す方向）

「踏み台」、「母親」はどのような「支援」なのだろうか。多くの人は「支援」ではなく「当

たり前のこと」という。「ユニバーサルデザイン」「合理的配慮」そのような「支援」へ。

▲ユニバーサルデザインと特別な支援
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教育制度の設計や改善に携わる中で、現場の声を反映
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